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植物根を混入する

粘土分を少量混じる

所々に黒色のシルトを混じる

含水少ない
細砂主体で均一にシルトを混じる

含水中位で腐植物を点在する
4.85m以深は腐植物を多く混じる

φ30mm以下の円礫主体で礫間は
中～粗砂で充填される
崩壊性高い

6.0m付近まで少量のシルト分を含
む
中～細砂主体でφ15mm以下の円
礫を点在する
φ30mm以下の円礫主体で礫間は
中～粗砂で充填される
ごく微量の細粒分混じる
7.75m付近より暗灰色に変わり礫
径50mm程度と
全体にシルト分を含み、一部シル
ト質砂礫となる
φ50mm以下の円礫主体で礫間は
中～粗砂及びシルト分で充填され
る
8.50m付近から良く締まる
10.25～10.60m付近で若干の逸水
が見られる

粘性中位で所々に薄層状に細砂を
挟む
11.40mより粗砂を混じる
中～粗砂が主体で均一に少量のシ
ルト分を含む
11.80mよりシルト分多く
12.00～12.30m間は縞状にシルト
を挟む
微細砂主体で均一にシルト分を含
む
13.00～13.55m間は薄層状にシル
トを挟む

含水、粘性ともに中位
やや固結している

凝灰質でやや固結している

やや固結したシルト

均一に微細砂を多く混じり、所々
シルト質細砂状
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